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外国との船舶貨物輸送量

1.航空機貨物輸送量

1986年1月から12月までの1年間の、我が国の国内定期航空の貨物輸送

は、49万6876t(超過手荷物および郵便物を含めると58万2578t)、4億5641

万tkm(同じく5億2507tkm)である。そのうち利用航空事業者(通運事業者)

が航空会社の行う運送を利用して混載運送を行う利用航空貨物が37万91t

で、貨物重量の74.8％を占めている。我が国の国内総貨物輸送量に対する

航空輸送の割合は、重量では0.01％、トンキロでは0.13％であるが、鉄道、

海運が、産業構造の重厚長大型から軽薄短小型への変化によって停滞して

いるのに対し、物流の迅速性の要求を背景に、その輸送実績は伸びている。

貨物輸送量を路線別にみると、東京～札幌(千歳)が10万838tで最も多く、

次いで東京～福岡が6万6030t、東京～大阪が4万8967tである。空港別の

貨物の取扱量では、東京が32万6901t(発量16万4322t、着量16万2579t)で

全貨物量の32.9％を占めて最も多く、次いで大阪が16万1272t(8万978t、

8万295t)、千歳が14万3256tである。

〔凡例と作図の要点〕

この図は、1986年1月から12月までの1年間の、定期航空の貨物輸送量

(超過手荷物および郵便物を除く)、および空港別の貨物発着量を表示した。

貨物輸送の経路は便宜的に作図したものであり、航空路を示したものでは

ない。

〔主な資料〕

1.運輸省,昭和61年航空輸送統計年報

2.船舶貨物輸送量

1986年1月から12月までの 1年間の内航船舶貨物輸送量は4億4068t、

1979.5億tkmで、国内総貨物輸送量に対する船舶輸送の割合は、重量で8.0

％、トンキロで45.5％である。

貨物発着量(自動車航送船によるものを除く)を港別にみると、千葉港の

6629万t、横浜港の5606万t、名古屋港の4352万tが多いが、自動車航送船

による貨物および外国貿易を含めると、千葉港が1億5076万t、神戸港が

1億4942万t、横浜港が1億1030万t、名古屋港が1億774万tである。

甲種港湾の数は全港湾の約2割であるが、取扱う貨物の量では約9割を

占めている。

〔凡例と作図の要点〕

この図は、1986年1月から12月までの1年間の、海上出入貨物のうち、

内国貿易の港湾別移出入量をフレートt単位で、甲種港湾(特定重要港湾、

重要港湾および地方港湾のうち46港湾)について表示した。また、貨物船

の航路については、移出、または移入のいずれかが50万t以上であるもの

について、その貨物移動の経路を便宜的に作図したものであり、航路を示

したものではない。なお、移出入量には自動車航送船による貨物を含まな

い。

〔主な資料〕

1.運輸省，昭和61年港湾統計

2.日本海事広報協会，1989年数字でみる日本の海運・造船

3.外国との航空機運航回数

1988年12月現在、我が国を発着する国際定期航空は貨物を含め、我が国の

航空企業5社のほか、37カ国1地域の42社によって運航されている。その

週間旅客便数は1053便で、そのうち我が国の航空企業の便数の割合は34.5

％である。これを路線の方面別にみると、中近東線、ハバロフスク線、オ

セアニア線を含むアジア線が398便(我が国企業の便数が35.7％)、カナダ

線、南米線を含む太平洋線が338便(32.2％)、韓国線が178便(38.2％)であ

る。1988年の航空機利用出入国旅客数は乗換通過客を含み2664万人で、そ

のうち外国人が928万人であり、それぞれ我が国航空企業の積取比率は

36.7％および22.8％である。

1989年1月における、国際定期航空旅客便の運航回数をみると、ソウル

までが260回、台北までが222回、ホノルルまでが200回、香港までが198回

とアジア方面が多い。

我が国の航空企業について、1988年1月から12月までの輸送実績をみる

と、運航回数が4万4700回、運航キロメートルが2億3174万km、運航時間30

万3074時間、旅客輸送人員は943万人の454億8127万人kmである。また、そ

の平均座席利用率は74.9％である。

我が国の国際航空は、従来は日本航空1社によって運航されていたが、

1986年から国際線の複数社化が推進され、1989年1月現在、 5社(うち1

社は貨物)が運航している。また、国際定期航空が発着するのは新東京国

際空港を始め12空港であるが、国際チャーター便は、多くの地方空港に発

着している。

〔凡例と作図の要点〕

この図は、1989年1月における、我が国を発着する国際定期航空路の、

旅客便の空港間の週間運航回数について、我が国の全空港の発着数を一括

して表示した。なお、運航回数とは航空機の離陸回数であり、往路、復路

をそれぞれ1回とした。

〔主な資料〕

1．日本交通公社，1989年1月JTB時刻表

2．運輸省，昭和61年航空輸送統計年報

3．航空振興財団，1989年数字でみる航空

3.外国との船舶貨物輸送量

1986年1月から12月までの1年間の我が国の海上貿易量は、輸出が7575

万tであり、そのうち我が国商船隊の輸送量は、日本船によるものが1191

万tおよび外国用船によるものが2514万tで、その積取比率は48.9％である。

輸入は5億9061万tであり、そのうち我が国商船隊の輸送量は、日本船に

よるものが2億5037万tおよび外国用船によるものが1億5298万tで、その

積取比率は68.3％である。3国間貿易は1億174万tであり、そのうち日本

船によるものが4108万t、外国用船によるものが6066万tである。また、我

が国商船隊の輸出入量(3国間を含む)のうち、定期船によるものが4.8％、

不定期船によるものが58.4％、油送船によるものが36.8％である。

これらの輸送を支える我が国の商船隊の船腹量は、日本の外航船(2000

総t以上の日本籍を有する鋼船で、官庁船、その他特殊船を含まない)が

957隻、3080.9万総t(うち貨物船1902.5万総t、油送船1178.4万総t)、および

外国用船1292隻、2466.5万総t(うち貨物船1782.0万総t、油送船684.5万総t)

である。日本船の月平均就航船腹量は、貨物船の定期船が220.9万重量t、同

じく不定期船が2217.2万重量t、油送船が1599.9万重量tであり、外国用船

は3556.0万重量tである。我が国の保有船腹量(100総t以上の鋼船で、漁船

および雑船を含む)は、1986年7月1日現在では1万11隻、3848.8万総t、

5997.9万重量tで、世界の船腹量(総トン数)の9.5％を占めており、リベリ

ア、パナマにつぎ第3位であるが、日本船籍船は1980年代半ばから減少し

ており、コストの軽減を図って便宜置籍国への登録替えを行う、いわゆる

フラッギングアウトが進んでいる。

〔凡例と作図の要点〕

この図は、1986年1月から12月までの1年間の海上出入貨物のうち、外国

貿易貨物について、我が国の港別輸出入量を一括し、仕向、仕出国別に集

計してフレートt単位(運賃t)で表示した。輸送量には、我が国商船隊(日

本船および外国用船)によるもののほか、外国船によるものを含む。

〔主な資料〕

1.運輸省，昭和61年港湾統計

2.運輸省，昭和61年度海上輸送の現況

3.日本海事広報協会，1989年数字でみる日本の海運・造船

輸送機関別国内貨物輸送量の割合
輸送トン数

輸送トンキロ

(運輸白書から作成)

輸送機関別主要品目別国内輸送量の割合(1987)

(運輸白書から作成)

国内貨物輸送量の推移

(運輸白書から作成)

国内航空貨物輸送量の推移

(運輸白書から作成)

航空機利用出入国旅客数の推移

出入国旅客総数

我が国航空企業利用者数

(運輸省資料から作成)

日本船、外国用船、外国船別輸送量の推移

外国船

外国用船

日本船

(運輸省資料から作成)

内航海運貨物輸送量の推移

(運輸白書から作成)

港湾取扱貨物量の推移
(鉄道連絡船による貨物は除く)

輸出

輸入

内国貿易

フェリー

(港湾統計から作成)

我が国商船隊の船腹量の推移
(2000総トン以上の外航船)

外国用船

日本船

(運輸省資料から作成)

我が国外航船船腹の
船種別割合(1988)

(200総トン以上の日本籍を有するもの)

(日本の海運・造船から作成)
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外国との航空機運航回数. 外国との船舶貨物輸送量

外国との航空機運航回数

旅客定期航空路の週間運航回数
(運航回数は往路・復路をそれぞれ1回とする)

33回以上3～4

1:110,000,000

1:110,000,000

外国との船舶貨物輸送量

船舶貨物輸送量（年間）

日本からの輸送量

日本への輸送量
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